
感染リスクの高い公共交通機関
の利用率を下げるための一助と
して、社用車や社員のマイカー
に乗り合せての通勤を推進して
います。
又、ラッシュ時を避ける為の時
差出勤も実施しています。
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電車・バス通勤者の削減　Minimization of the number of train/bus commuters

アルコール消毒液の内製　Internal preparation of an alcohol-based hand sanitizer

新型コロナウイルス感染症の拡大により、消毒用アルコールの需要が急増して品薄が続き、
入手が困難な状況にあります。そこで、自社でアルコール消毒液の製作を行いました。
危険物取扱者 ( 甲種 ) のライセンスをもつ２名の従業員が、世界保健機関 ( WHO ) の推奨や、
最新の発表論文のデータを参照して、殺菌効果と保湿効果のバランスが最適とされる手指消
毒液を調製しました。現在、従業員及びその家族、各協力会社様にこれを利用してもらうこ
とで、UCHIYA グループとして感染防止に努めています。

「感染防止の為に、前席と後席を仕切る
ビニール壁が設置された社用車」

※本消毒液は社内製の為、市販品の４倍程度のコストがかかっております。
引き渡し時に募金を呼び掛け、コロナウイルスで被害に合われた方々への
寄付を予定しています。


